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吉崎別院便り

バラバラでいっしょ！
になれるところ

当
別
院
二
十
五
日
講
に
て
聞
法

【
福
井
教
区
第
三
組
門
徒
会
研
修
会
】

古
き
良
き
歴
史
を
取
り
戻
す
！

「
供
奉
人
集
会
」
を
視
野
に
、
意
見
交
換
会

12
月
25
日
、
当
別
院
に
て
辻
森
輪
番
か
ら
依
頼
を
受
け
た
御
影
道

中
協
力
会
役
員
や
供
奉
人
経
験
者
な
ど
5
名
が
参
加
を
し
、
御
影
道

中
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
合
は
、
来
春
第
三
四
七
回
を
数
え
る
御
影
道
中
が
、
こ
れ

ま
で
永
き
に
亘
り
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
確
か

に
継
承
す
る
道
中
で
あ
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

特
に
、
御
影
道
中
へ
の
参
加
者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
受

け
、
改
め
て
「
御
影
道
中
規
則
」
の
作
成
の
必
要
性
な
ど
が
意
見
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
供
奉
人
と
し
て
の
責
任
と
役
割
に
つ
い
て
の
見

解
も
あ
り
、
来
年
1
月
24
日
に
開
催
さ
れ
る
「
供
奉
人
集
会
」
が
有

意
義
な
集
会
に
な
る
よ
う
活
発
な
意
見
交
換
会
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
25
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
福
井
教
区
第

三
組
門
徒
会
30
名
が
、
研
修
会
と
い
う
形
で
二

十
五
日
講
に
ご
参
詣
を
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
か
ら
の
二
十
五
日
講
で
は
、
正
信

偈
・
三
首
引
の
お
勤
め
の
後
、
福
井
教
区
教
導

会
か
ら
ご
出
講
い
た
だ
い
た
熊
谷
二
郎
師
（
福

井
教
区
第
一
組
・
妙
樂
寺
住
職
）
の
法
話
を
、

午
後
1
時
か
ら
の
毎
月

永
代
経
で
は
、
波
戸
副

輪
番
の
法
話
を
そ
れ
ぞ

れ
お
聴
聞
を
し
ま
し
た
。

お
斎
（
昼
食
）
で
は
、

女
性
職
員
渾
身
の
手
作

り
、
精
進
カ
レ
ー
が
用

意
さ
れ
、
一
同
は
充
実

し
た
研
修
会
を
お
過
ご

し
の
様
子
で
し
た
。

上段左から豊富高宏・岡本漸 下段左
から大河内肇・谷口敏・清水教示の各氏

会合の様子

熊谷二郎師

波戸副輪番ご参詣の様子


